
No.954 昭和57年 8月15日怒務銀総務議総水と緑と花のまち機織

市政だより の動き

7月1日現在前月比

人口計 67.066 + 95 

男 32.3 3 8 + 6 2 

女 34.7 2 8 + 3 3 

世帯数 19.5 3 6 + 4 7 

口人
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み
3
固
い
♂
の

紋
審

審
器

れ

か

ら

が

最

盛

期

|

福重の弥動寺地区では、朝早くから梨の収穫ガ始まる

4月中旬に袋かけをしたものガ¥今大きく実っています

川今年のできはいかガですか、「ええ¥玉太りはよかですな」

uおいしそうですね工れ「そりやもう昧は保証します。日本一ですだい」

明るく笑う生産者の皆さんのひたいには¥汗ガにじんでいる

収穫は¥秋の気配ガ漂う9月中旬まで続ききす
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(f切])4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷



大
村
地
区
第
3
次
町
名
町
界
整
理

町
巴
富
田

8

月

幻

日

か

本
市
に
は
、
町
の
名
称
が
公
称

の
字
名
と
通
称
の
町
名
が
あ
り
、

そ
の
範
囲
も
広
く
、
町
界
も
ほ
土

ん
ど
不
明
確
な
た
め
、

皆
さ
ん
の

日
常
生
活
を
始
め
、
市
な
ど
が
事

務
を
進
め
る
上
で
も
大
変
不
便
な

の
が
実
態
で
す
。
そ
こ
で
町
名
を

一
本
化
し
、
同
時
に
町
の
区
域
を

実
情
に
合
せ
る
た
め
、
大
村
地
区

の
町
名
町
界
整
理
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
第
三

次
分
と
し
て
別
表
の
よ
う
に
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
域
の
明
細
に
つ
い
て
、
新
旧

対
照
表
を
大
村
地
区
の
町
務
連
絡

員
及
び
関
係
地
区
の
隣
保
班
ま
で

配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

大
村
地
区
以
外
の
方
で
明
細
に

つ

い
て
必
要
な
方
は
町
名
町
界
整
理

室
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(2) 

新町 名 区域の概要

た武け 部ベ ま町ち
東側は水計町との境界、西側は

主お萱草加各、南側は内田川、北川

は三城町との境界

ひがしほん まち 東側は大村駅を含めた鉄道線路
東 本 町 西側は親和銀行うらの水路、南

側は内田川、北側は市道駅前線

ほん まち 東側は東本町との境界である水
本 町 路、西側は大神宮前の道路、南

側は内田川、北側は丹々川

にし ほん まち 東側は本町との境界である大神
西本町 宮前の道路、西側は海岸、南側

は内田川、北側は丹々川

さいわい ま町ち
東側は国道34号、西側は海岸、

幸 南側は市役所横の水路、北側は

内田川

事
色
白
血

』つ

り

おおむ市政だより

土
地
、
建
物
の
表
示

・
武
部
郷
字
小
佐
古
四
五
九
番
二

は
、
武
部
町
四
五
九
番
二

・
大
村
市
字
西
本
町
五
二
五
番

一

は
、
大
村
市
西
本
町
五
二
五
番

公
簿
の
変
更
手
続
き

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸

籍
簿
、
住
民
票
、
選
挙
人
名
簿
な

ど
各
種
台
帳
の
本
語
、
住
所
は
市

役
所
で
書
き
替
え
ま
す
。

法
務
局
(
登
記
所
)

の
土
地
、

建
物
の
所
在
表
示
は
法
務
局
で
書

き
替
え
ま
す
。

な
お
、
登
記
権
利
者
の
住
所
変

更
の
必
要
が
あ
る
と
き
(
所
有
権

の
異
動
な
ど
)
や
法
人
の
事
務
所

及
び
代
表
者
の
住
所
に
変
更
を
生

じ
た
場
合
に
は
、
法
務
局
に
届
け

出
の
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
法
務
局
に

お
問
合
せ
下
さ
い
。
届
け
出
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
長
の
住

所
変
更
証
明
書

(
無
料
)
を
発
行

し
ま
す
。
こ
れ
を
添
付
す
れ
ば
登

昭和57年8月15日
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以
上
の
よ
う
に
土
地、

建
物
な

ど
の
所
在
地
を
表
わ
す
と
き
は
、

「

O
O番
」
と
し
、
本
籍
地
、
住

所
、
印
鑑
登
録
、
郵
便
な
ど
は

「

O
O番
地
」
と
し
ま
す
。

住
所
は
、
新
町
名
と
地
番
を
明

確
に
書
き
、
枝
番
が

つ
い
て
い
る

場
合
に
は
、
落
と
さ
な
い
よ
う
に

正
し
く
書
い
て
下
さ
い
。

色
々
な
面
で
法
律
上
の
権
利
関

係
に
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

変
更
後
の
記
載
例

こ
の
区
域
で
は
、
従
来
の
大
字

小
字
の
呼
び
方
が
な
く
な
り
、
今

後
は
本
籍
地
、
住
所
、
土
地
所
在

地
を
書
く
と
き
は
次
の
よ
う
に
統

一
さ
れ
ま
す
。

本
籍
地
、
住
所
な
ど
の
表
示

・
大
村
市
四

三

吾
地
二
は
、
大

村
市
本
町
四

三

蕃
地
二

・
武
部
郷
二
三
九
番
地

一
は
、
武

部
町
二
三
九
番
地

一

す
の
で
、
関
係
者
の
方
は
新
旧
対

照
表
を
よ
く
ご
覧
下
さ
い
。

録
免
許
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
公
的
年
金
、
資
格
免
許
、
自

動
車
の
廃
車
な
ど
で
必
要
な
と
き

は
証
明
書
(
無
料
)
を
町
名
町
界

整
理
室
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

;…"川'つ二ニL二ニ;ご;に土:ご11剛11辺~Jæぷぷ4ぶぶな~-C.ぷ;:;:::::二:…
月 お気軽にご相談下さ Lい、'0
の
定 ~凶 人権相談 (2日、 10:00-15 : 00) 厚生・国民年金相談 ; 

盟 E伊吹 行政相談 (9日、 9: 30-12 :∞ (22日、 10: 00-15 :側 ;
長 d起畝ぐ¥ 登記相談 (10日、 9: 30-12 :∞) 不動産相談 (24日、13: 00 -16 : 00) 

?ー伊賀J一 法律相談 (問、川-15:側 交通事故相談(288，10:00-15: 00) 

、¥
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町
名
変
更
お
知
ら
せ
用

無
料
ハ
ガ
キ
を
配
布

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
の
知
人
、

友
人
に
対
す
る
町
名
変
更
の
・
お
知

ら
せ
用
無
料
ハ
ガ
キ
を

一
世
帯
却

枚
あ
て
町
務
連
絡
員
を
通
じ
配
布

し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

(町
名
町
界
整
理
室
)

地
番
の
一
部
変
更

町
界
の
変
更
に
よ
り
、
同
一
新

町
の
区
域
内
で
地
番
が
重
複
す
る

も
の
、
も
し
く
は
地
番
に
数
字
で

な
い
符
号
を
用
い
た
も
の
、
ま
た

は
地
番
が
複
雑
に
な

っ
て
い
る
場

合
に
は
、
や
む
を
得
ず
従
来
の
地

番
を
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

集
中
豪
雨
に
よ
る

門
目
げ
n
b
夜

zr日
b
叩
討
U
3
7

ぱ〕、

九〆
N
q
γ
ι
F内
〓
』

h
f司

i
c
u
hv
d
'
-
o
J
Mノ
a
n
r
l
L
r

一、
r
d内
内

向

3
Z
U也
、
乙
三
万
1

〈

U

c
く
ノ
L
/
ν

こ
の
た
び
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種
の
擁
護
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

っ
て
い
ま
す
。
早
い
機
会
に
ご
相

談
下
さ
い
。

問
合
せ
先

諌
早
税
務
署

(宮
諌

日十

A
V
-
-
3
7
0
)

還
申
込
期
眼

目
月
末
日

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課

庖
の
ご
好
意
に
よ
り
、
割
安
で
求

め
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
被

災
証
明
書
を
持
参
の
上
、
最
寄
り

の
商
庖
で
ご
相
談
下
き
い
。

被
災
証
明
書
発
行
場
所

市
役
所

及
び
各
出
張
所

り

災
害
復
興
住
宅
資
金

を
融
資

災
害
復
興
住
宅
の
建
設
資
金
又

は
、
補
修
資
金
の
融
資
を
行
い
ま

す
。

問
合
せ
先

諌
早
土
木
事
務
所

(宮
諌
早
め

T
o
o
-
o
)

災
害
援
護
資
金
を

融

資

おおむ

低
所
得
者
住
宅

復
旧
資
金
を
融
資

金
額

二
百
万
円
以
内

貸
付
利
率

年
5
・
閃
%

管
、
重
期
間

初
年

受
付
場
限

時
年
3
月
末
日

受
付
け

労
働
金
庫

※
低
所
得
者
と
は
、

世
帯
の
年
間

収
入
(
給
与
所
得
控
除
額
後
)

が
三
百
万
以
下
の
人
で
す
。

対
象
及
び
金
額

八
十
万
円
以
内

O
家
財
の
被
害
額
が
家
財
の
お
お

む
ね
三
分
の一

以
上
六
十
万

円
以
内

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

償
還
期
間

叩
年

(3
年
据
置
)

貸
付
利
率

年

3
%

償
還
方
法

元
利
均
等
の
年
賦
償

申
請
先

税
務
課

期
限

8
月
紅
白
川
W

O
住
居
の
半
壊

市
税
を
減
免

固
定
資
産
に
著
し
い
災
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
、
被
害
の
程
度
に

応
じ
固
定
資
産
税
の
減
免
取
扱
い

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
な
ど
の
納
付
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
徴
収
猶

予
の
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。

国
税
の
減
免
相
談

は
早
自
に

市政だより

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
所
得
税

な
ど
が
減
額
又
は
免
除
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
納
税
や
申
告
申
請
な
ど

の
期
限
が
延
長
で
き
る
こ
と
に
な

家
具
・
畳
な
ど
の

補
修
に
つ
い
て

(3) 

新
し
く
購
入
予
定
の
方
は
、
商
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長崎へ暖い心も贈ります 企
(8/6市役所)

市民から寄せられだ絞援物資の:

仕分けを西大村青年団の皆さんガ i
奉仕作業。快い汗を流していまし i
定 。!

4 党滋鞠圃圃E皿機航機毅癒議機謬r ~ JIJJ 
，-一一商の海を満喫!!(71お~7/31 三浦外.~‘a・メIUJI

角館町の少年交歓受流派遣団15人ガ来大。市内 置霊，....~ ，~ 

見学、地引網などを通じ大村市の少年達と交流を 冒... r-竺

需品 ーには大村山遣問館町 、6ヲ

ζ誼ヨ温三ョ九州大会でも頑張ります.~'-- - -- ，

間間(…所)
にど遡 県中体連で優勝した玖畠中剣道部、i

¥! 郡中野琢部の皆さんガ、市長を訪問c:

九州大会での活躍を約束しましだ。 v

※ 

工
事
の
入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

閲
欄
場
所

-、

管
財
課
) 企子供達の心に友情の灯がともる

(8/3.4野岳湖)

西大村小校区の子ども会員約 200人ガ

合同キャンプを行いましだ。この合同キ

ャンブは、もう9年も続いているそうで

す。

れ
い
寸
れ
ず

②

大
村
城
跡
の
一
郭
の
域
内
か

'

主
碓
に
通
じ
た
唯
一
の
石
段

J

(
い
ろ
は
段
)
が
あ
る
。

G

P

!
一

そ
の
す
ぐ
傍
に
、
高
さ
M
m
、
同

協

喝

i

i

横

m
mの
石
碑
が
建
っ
て
い
る
o

↑
以
汗

mA川スハ]一

浜
田
弥
兵
衛
の
業
績
努
讃
え
た

引

引

拶

胆

μ
l

文
面
を
刻
ん
で
い
る
。

早凡〆

4

.炉
J

こ
介
鳴
マ

弥
兵
衛
は
寛
永
五
年
(
一六

a

一
一
八
年
)
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
の
持
船
の
船
頭
と
し
て
遠
く
台
湾

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ま
で
足
を
伸
ば
し
オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易
で
か

な
り
の
利
益
を
あ
げ
て
い
た
が
、
ふ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
で
、
オ
ラ

ン
ダ
人
叩
余
名
を
長
崎
に
連
行
、
長
崎
奉
行
は
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ

人
を
大
村
藩
に
預
け
る
。
現
在
、
駅
前
に
あ
る
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
敷
地

(当
時
田
町
と
い

っ
た
)
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
収
容
す

る
施
設
を
造
っ
た
。

日
本
人
と
違
い
食
料
と
し
て
牛
や
山
羊
、
そ
れ
に
野
菜
、
菓
子

な
ど
を
収
容
所
に
入
れ
た
。
費
用
は
、
毎
年
入
港
す
る
オ
ラ
ン
ダ

船
が
本
国
か
ら
預
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

A
7
は
、
丹
々
川
が
暗
き

ょ
に
な
っ
て
い

る
が
、
収
容
所

が
で
き
た
当
時
、

丹
々
川
に
流
す

排
水
路
と
し
て

施
設
に
作
ら
れ

た
三
角
溝
(
オ

ラ
ン
ダ
溝
と
い

う
)
が
あ

っ
た
。

ー
浜
田
弥
兵
衛
の
碑
ー
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

保
母
資
格
試
験
期
日
変
更

こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

。
乳
幼
児
発
達
相
談

こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
、
落
ち

つ
き
が
な
い
、
手
足
の
力
が
弱
い

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

。
一
般
健
康
相
談

お
宅
の
み
そ
汁
の
塩
分
は
い
か

が
で
す
か
。

み
そ
汁
の
塩
分
が
測
定
で
き
ま

す
の
で
、
汁
の
み
少
量
ご
持
参
下

なまえはねえ・・・ボク3歳ですグ

支」い。血
圧
が
気
に
な
る
人
も
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
き
い
。

。
婚
前
相
談

結
婚
を
ひ
か
え
、
生
理
不
順
な

の
で
妊
娠
で
き
る
か
心
配
で
す
。

遺
伝
の
事
で
家
族
か
ら
結
婚
を

反
対
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
相
談
に
個
別
的
に

健康診査

~ 無 料 ~

8
月
辺
日
働
r
〉
お
日
側

問
合
せ
先
福
祉
課

応
仁
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ

い
。

(
毎
月
第
一
月
曜
日
午
前
9

時
1
1
時
ま
で
)

9月の健康相談日程

場所:市役所健康相談室

日 9 : 00-11 : 00 13:00-16:00 

1日休) 乳幼児発達相談

----------6日(月) 婚前相談
一/般健/康相/説1 

16日(村 乳幼児発達相談

者:昭和54年 2月生まれの幼児が

対象ですが、昭和53年 8月~

54年 1月生まれで、まだ健康

診査を受けていない幼児も受

診して下さい。

診 査 日 8月26日(木)

受付時間:午前 9時30分-10時

午後 l時- 1時30分

場 所:コ ミュニテイセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票 (通知書に同封して

あります)

象対

「
引
1
VE引
J
引

9
月
の
妊
婦
教
室
は
中
地
区
公

民
館
で
行
い
ま
す
。
妊
婦
教
室
は

病
院
で
受
診
し
て
い
る
方
も
、
お

気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い
。

時
間

午
後
1
時

1
4
時

表

月日 内 ，合~・ 月日 内 句~

9月1日や'1<)
Oはじめて母親となる心得 O育児(乳房マッサージの実習，赤

O妊娠中の保健
9月22日体)

ちゃんの入浴のさせ方，育児用品
第 l回 O映画 、生命の創造。 のそろえ方)

第 3回

o妊娠中の栄養のとり方 (貧血食の
O映画"すばらしい母乳グ

9月8日制
笑習) 9月29日休) O乳幼児の環境主性格

第 2回
0安達のために(補助動作，妊婦体操) 第 4回 O家庭の幸せのために(家族計画)

程日室教婦妊

日 診療科目 病医院名 所在地 電話番号 |

婦人・ 内 科 大野婦人科内科 原口町 5 -4450 I 
5 

外・皮 膚 科 中島 外科 西三城町 2← 3875 

児科 出口小児 科 諏訪 3丁目 2 -2252 
12 

外・内 科 牧山医院 宮小路 2丁目 5 -7831 

内 科 藤井内科 東本町 2 -3878 
15 

外・内 科 渡辺医院 ーの郷 5 -8546 

内 科 同 内 科 東三城町 2 -3000 
19 

産 ・婦人科 後藤産婦人科 西大村本町 2 -6015 

内 手4 上回 医院 諏訪 1丁目 2 -3505 
23 

産婦人・内科 長野病院 東三城町 3 -1123 

内 ・消化器科 南野内科消化器科 束三城町 3 -3731 
26 

泌尿器科 黒木泌尿器 科 西大村本町 4 -0211 

赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳

食
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。
育
児
で

困
っ
て
い
る
事
な
ど

相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
生
後
五
カ
月
ま

で
に
一
度
は
お
で
か

け
下
き
い
。

9月の日曜・祭日当番医

妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 時間 場所 対 象

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後4カ月までの乳児
7 (火)

福重出張所13 : 30-15 : 00 妊婦と乳幼児

9 : 30-11 : 00 生後 6カ月までの乳児
13(月) 竹松出張所

13: 00-15 : 00 生後 7カ月以上の乳幼児

9 :30-10:00 大村保健所 生後5-7カ月までの乳児
14(:火)

13 : 30-15 : 00 鈴田出張所 妊婦と乳幼児

21(火) 9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後8カ月以上の乳児

'27(月) 9 : 30-11 : 00 三浦出張所 妊婦と乳幼児
午前 9時~午後 6時診療時間
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福
祉
の
ひ
る
服

堕吾妻言動醜重義務費脅証吾妻fi

増額 さ れ ま す

一金
鍾品邦
議
道
者

ic一日一一一一日

一一記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

敬
老
の
日
を
記
念
し
て
金
婚
式

を
迎
、
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

対
象
者

本
市
に
一
年
以
上
居
住

し、

9
月
日
日
現
在
で
婚
姻
(
戸

籍
に
記
載
し
た
日
)
か
ら
満
印

年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
(
婚
姻

年
月
日
が
、
昭
和
6
年
9
月
日

日
1
昭
和
7
年
9
月
日
日
)

さ
あ
、
み
ん
な
で
ハ
チ

児
童
扶
養

手
当

父
親
の
い
な

い
家
庭
の
児
童

ま
た
は
父
親
が

身
体
障
害
者
や

長
期
療
養
中
の

{
杢
蛙
で
、
児
童

が
す
こ
や
か
に

成
長
す
る
よ
、
つ

に
、
そ
の
児
童

の
母
親
ま
た
は

母
親
に
か
わ
っ

て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

現
況
届

手
当
証
書
と
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、

9
月
間
日
掛
ま
で

に
福
祉
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金

な
ど
公
的
年
金
(
障
害
福
祉
年

金
及
び
老
令
福
祉
年
金
を
除
く
)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

※ 

る
児
童
の
生
活
の
向
上
に
役
立
て

る
た
め
、
そ
の
児
童
を
監
護
す
る

父
親
も
し
く
は
母
親
ま
た
は
、
父

母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
状
況
届

手
当
証
書
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
9
月
山
日
制

ま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
し
て
下

支」い
。

※
児
童
収
容
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

福
祉
手
当

身
障
法
の
一
級
と
二
級
の

一
部

の
重
度
障
害
者
並
び
に
最
重
度
の

精
薄
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
施
設
入
所
者
、
障
害
者
に
対
す

る
年
金
受
給
者
を
除
く
。

額

区 分 旧手当額 改定額

児童扶養 児童 1人の場合 31，200円 32，700円

手 当 児童 2人の場合 36，200円 37，700円

特別児童 重度障害児 36，000円 37，700円

扶養手当 中度障 害 児 24，000円 25，100円

福祉手当 10，000円 10，550円

平一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一==f
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ー 圃・・ 歩か !言、念 相
・・・・・・・t顎・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・ いら禅をの 1 
・・・・・・園駅4・E司園・・圃圃・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・ て 「師念、相 l 
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i面画組理塵輔園周・園陸曹璽咽EEEEn;繋調・圃圃..い針地とて ノl…
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マ
キ
し
め
て
市
民
大
清
掃

定改提
出
期
限

9
月
凶
日

ω

添
付
す
る
も
の

戸
籍
謄
本

提
出
・
問
合
せ
先

保
護
課

福
祉
年
金
証
書
の

提
出
は

8
月
却
日

悩
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く
グ

(
8
月
辺
日
冊
、

午
前

7
時
開
始
)



※ 

も
う
す
ぐ
ニ
学
期

夏
休
み
中
の
生
活
は
規
則
正
し
く

わ
る
い
こ
と
、
自
立
へ
の
こ
こ

日
山
一
一
イ

J
S
一一

山
一
義
口
・
ろ
-

m
£
む
の
今
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ご
利
用
下
さ
い

新
し
い
叩
%
映
画

フ
ィ
ル
ム
を
購
入

日
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証
を

持
っ
て
い
る
団
体
に
フ
ィ
ル
ム
、

映
写
機
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま

す
(
営
利
的
な
場
合
を
除
く
)

家
庭
教
育
親
ば
な
れ
子
ば
な
れ
、

ゆ
が
ん
だ
鏡
、
非
行
少
年
と
呼

ば
な
い
で
、
ほ
め
て
よ
い
こ
と

だ|図

よ|書

館

購
入
図
書
紹
介

あ
ふ
れ
る
愛
に
(
士
志
田
和

枝
)
疑
惑
(
松
本
清
張
)

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
午
後
(
田
中

康
夫
)
ケ
ジ
メ
の
時
代
(
木

村
尚
三
一
郎
)
落
日
の
王
子

(
黒
岩
重
吾
)
プ
ロ
野
球
を

叩
倍
楽
し
く
見
る
方
法
(
江
本

孟
紀
)
峠
の
群
像
(
堺
屋
太

二
親
離
れ
す
る
と
き
読
む

ろ
性
教
育
親
か
ら
子
へ
の
性
教
育

幼
児
教
育
子
育
て
の
中
の
基
礎

体
力
会
つ
く
り

児
童
劇
故
郷
は
心
の
中
に

ア
ニ
メ
ベ
ン
と
エ

イ
モ
ス

福

祉

あ

た
た
か
い
町
を
つ
く
る
、

き
ず
な
、
続
手
話
教
室

本
(
神
津
カ
ン
ナ
)
菜
の
花

の
沖
付
(
司
馬
遼
太
郎
)
閉

幕
ベ
ル
は
華
や
か
に
(
有
吉
佐

和
子
)
娘
と
私
の
天
中
殺
旅

行
(
佐
藤
愛
子
)
青
い
腕

合
蒲
綾
子
)
わ
ら
じ
医
者

京
日
記
(
早
川
一
光
)
さ
ら

ば
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
(
倉
本
聡
)

眠
る
盃
(
向
田
邦
子
)
マ
ン

ボ
ウ
人
間
博
物
館
(
北
杜
夫
)

ね
ん
ど
の
人
形
と
小
も
の
化

粧
上
下
(
渡
辺
淳
二
小
さ

い
小
さ
い
小
さ
い
サ
し
カ
ス

(
岡
野
か
お
る
子
)
ふ
し
ぎ

な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
(
子
島
悠

(一一一一
フ
ラ
ワ
ー
あ
じ
さ
い
の
会

~ 

貝

募

集

誰
に
で
も
で
き
る
手
ず
つ
く
り
の

ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

定
例
日
毎
週
火
躍
日
、
午
前
9

時
初
会

1
午
後
ロ
昭
却
分

会
費
月
二
干
円

申
込
・
問
合
せ
先
フ
ラ
ワ
ー
あ

じ
さ
い
の
会
(
宮
④

3
4
0

3
)
 

介
)
ぼ
く
お
に
つ
子
で
い
く

ん
だ
(
高
田
住
子
)
お
ば
け

の
ガ
ス
と
ネ
ズ
ミ
く
ん
(
山
下

明
生
)
と
べ
ぼ
く
の
つ
ば
く

ろ
さ
ん
ぼ
(
そ
や
や
す
こ
)

白
鳥
の
帰
る
湖

(
竹
野
栄
)

小
さ
い
お
母
さ
ん
(
宮
川
ひ
ろ
)

ま
る
池
の
ひ
み
つ
(
生
源
寺
美

子
)
横
笛
ふ
く
小
さ
な
天
使

(
山
本
和
子
)
兵
隊
ば
あ
さ

ん
(
赤
座
憲
久
)
シ
l
ト
ン

の
か
か
げ
た
灯
(
戸
川
幸
夫
)

つ
き
あ
い
に
く
い
奴
ら
(
野
村

昇
司
)
ほ
か
多
数

おとしよ竺竺

圏E劇画匡|

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

弁
論
大
会

成
績

ポ
ス
タ
ー
展

弁
論
大
会

〔高
校
の
部
〕
①
益
田
徹
志

(
大
高
定
時
3
年
)
③
吉
永
明

子
(
向
陽
高
3
年
)
③
高
橋
美

和
子
(
向
陽
高
3
年

)

〔

中

学
の
部
〕

①
下
河
美
重
子
(
郡

中
3
年
)
②
田
中
千
賀
子
(
玖

島
中
3
年
)
③
岳
野
恵
(
西
中

3
年
)

ポ
ス
タ
ー
展

〔
虫
子
の
部
〕
①
尾
木
美
津
子

(
玖
島
中
2
年
)
②
竹
村
和
子

(
西
中
1
年
)
③
岡
野
洋
子

(
玖
島
中

2
年
)
〔
公
子
の
部
〕

①
中
山
勉
(
松
原
小
6
年
)
②

松
尾
光
浩
(
松
原
小
6
年
)
③

元
田
か
お
る
(
松
原
小
6
年
)

(
生
活
環
境
課
)

け

き

材

だ

と

射

る

る

反

o

き

す

'

う

で
o
出
か
よ

は
う
外
具
し

出
よ
ず
用
ま

外
し
得
明
し

の
ま
を
照
帯

夜
け
む
'
携

避
止
は
を

花
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

結

果

〔白
黒
プ
リ
ン
ト
〕

特

選

該

当

な
し

入
選
中
島
優
(
木
場
二
丁
目
)

中
島
泰
二
(
木
場
二
丁
目
、

一一占…)

〔カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
〕

松
永
安
弘
(
佐
賀
県
嬉
野

町
)

小
寺
利
幸
(
玖
島
郷
)

永
田
邦
弘
(
一
ノ
郷
)

松
永
安
弘
(
佐
賀
県
嬉
野

町、

二
点

)

今

林

聡

(
松
並
二
丁
目
)
中
島

優
(
木
場
二
丁
目
、

二
点
)

中
島
泰
二
(
木
理

一丁
目
、

一
一
点
)
永
田
邦
弘

二

ノ
郷
)

推
薦

特
選

入
選

(
商
工
観
光
課
)
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作

文

募

集

主
題

「
わ
が
家
の
交
通
安
全
L

各
家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
に

関
す
る
話
し
の
内
容
、
方
法
そ

の
実
践
等
に
つ
い
て

募
集
区
分

小
学
校
低
学
年
の
部
(
1
・2
年
)

小
学
校
中
学
年
の
部
(
3
・4
年
)

小
学
校
高
学
年
の
部
(
5
・6
年
)

中
学
生
の
部
、
母
親
の
部
、

一

般
の
部

応
募
方
法

小
・
中
学
生
の
部

O
側
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

O
送
り
先
社
団
法
人
日
本
交

通
福
祉
協
会

(
東
京
都
千
代

田
区
外
神
2
1
2
1
口
共
同

ピ
ル
)

母
親
・
一
般
の
部

O
棚
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

O
送
り
先
総
理
府
交
通
安
全

昭和57年 8月15日
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対
策
室
(
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
1
1
6
1
1
)

応
募
期
限

9
月
初
日
開

※
作
品
に
は
、
応
募
区
分
、
住
所

(
郵
便
番
号
て
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
学
校
所
在
地
、
年

令
、
職
業
等
を
明
記
の
こ
と
。

(
生
活
環
境
課
)

、
受
講
者
募
集

2
2
2
5

一
消
費
生
活

一

通

信

講

座

期
間

9
月
j
日
年
2
月

受
講
料

無
料
(
郵
便
料
は
要
)

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
令
、

職
業
、
電
話
番
号
等
を
記
入
し

て
手
紙
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

(
郵
便
切
手
、
同
封
の
こ
と
)

申
込
期
限

8
月
お
日
附

申
込
・
問
合
せ
先

県
生
活
セ
ン

タ
l
(長
崎
市
大
黒
町
3
1
1

長
崎
産
業
ビ
ル
、

包
長
崎

@
1

2
7
8
1
)
(商
工
観
光
課
)

入
国
警
備
官
募
集

資
格
昭
和
弘
年
4
月
2
日
i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付

8
月
訂
日
幽
1
9
月
9
日

同
試
験
日

(
一
次
)
叩
月
M
日
制

問
合
せ
先

福
岡
入
国
管
理
局

22 ______ 
、福

宮 岡
福市
岡博
(281 )多
|区
7 沖
4 浜
3 町
1 1 

警
察
官
倒
募
集

資
格
昭
和
初
年
4
月
2
日
i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

(
大
学
卒
業
・
見
込
を
除
く
)

受
付

9
月
3
日
幽
i
口
日
幽

試
験
日

(
一
次
)
叩
月
M
日
同

問
合
せ
先

大
村
警
察
署
(
宮
③

一一一一一‘
コ私

アの
ンイ
ク予
lz 
jレ箱

応
募
資
格
小
・
中
学
生

応
募
上
の
注
意

O
材
料
は
自
由

。
大
き
き
は
一
辺
の
長
き
お

m
以

内
O
作
品
は
、
一
人
一
点

。
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
説
明

文
を
添
付

応
募
先

学
校
を
通
じ
最
寄
り
の

郵
便
局

応
募
期
限

9
月
日
日
出

(
商
工
観
光
課

主
電
話
加
入
権

S
E
E
S

一
公

売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

8
月
出
日
肘
午
後
1
時

却
分

場
所

市
役
所
第
三
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑

物
件

④
2
3
0
6
、②
4
6
0
5
、

④
1
5
0
7
、
③
2
0
2
6
、

②
6
4
1
8
、
③
5
8
0
2
、

④
1
5
2
9
、
④
1
4
9
3
、

④
4
5
2
7
、
③
6
2
8
4

問
合
せ
先

税
務
課

※
こ
の
公
告
は
8
月
日
日
現
在
で

し
て
い
ま
す
。
公
売
の
前
日
ま

で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

な
お
、
公
社
の
譲
渡
承
認
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
売
却
決

定
を
取
消
し
ま
す
。

(
税
務
課
)

市
第
三
回

Z
E
s
l
-

情ハ
ン
ド

一フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

8
月
初
日
出

初
分
間
演

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料

三
百
円

出
演
団
体

も
み
の
木
、
林
冨
士

朗
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
カ

ン
ト
リ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

(社
会
教
育
課
)

午
後
6
時

ル
ハ
イ
ム
、
三
彩
の
里
、
慈
恵

荘
、
子
供
の
家
、
光
と
緑
の
園

へ
殺
虫
剤
等
二
百
個
マ
出
口

ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
恵
荘
ペ

ナ
ス
叩
均
ほ
か

ご
寄
付
ご
好
意
あ
り
が
と
う
と
一ぶ
い
法
し
た
パがい

香
典
返

L

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
池
森
ト
シ
エ
(
東
本
町

・
亡

夫
吾
こ

三
万
円

マ
植
木
健

(
植
松
二
丁
目

・亡
父
孟
)
五

万
円

マ
尾
上
広
見
(
赤
佐
古

町

・
亡
叔
母
シ
カ
)
五
万
円

マ
柳
原
文
子
(
武
部
郷
・
亡
夫

敏

二

五

十
万
円

マ
晦
日
博

(
片
町

・
亡
母
キ
ク
)
三
十
万

円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
植
木
健
(
植
松
二
丁
目

・
亡

父
孟
)
子
を
つ
な
ぐ
親
の
会
ヘ

(
五
万
円

マ
小
川
元
(本
町
四

丁
目
・亡
妻
ス
ミ
カ
)
慈
恵
荘
へ

十
万
円

マ
勝
手
武
夫
(
旭
町
・

亡
母
シ
モ
)
慈
恵
荘
へ
十
万
円

一
一般
寄
特

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
阻

(
佐
世
保
市
)
清
和
園
、
パ
ー

:お:
:わ :
:び :
:と:
:訂:
:正:

8
月
1
日
号
、

一
般
寄
付
の

欄
で
山
口
定
さ
ん
と
な
っ
て
い

た
の
は
出
口
定
き
ん
の
誤
り
で

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
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